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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月17日(2017.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルムに貼り付けられた複数のダイのうち、前記フィルムから剥離する対象とする剥
離対象ダイを吸着するための吸着部と、
　前記剥離対象ダイの周辺の一部の前記フィルム若しくは前記ダイを押さえるための押さ
え手段と、
　前記押さえ手段による前記フィルム若しくは前記ダイの押さえる位置を変更できる位置
変更手段と、
を有する実装装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の実装装置において、
　前記剥離対象ダイの大きさ若しくは形状に対応する位置に前記押さえ手段が移動するよ
うに前記位置変更手段を駆動する位置変更駆動手段と、
　前記位置変更駆動手段を制御するための位置変更駆動制御手段と、
を有する実装装置。
【請求項３】
　請求項１若しくは２に記載の実装装置において、
　２本の第１のレール状部材と、
　前記２本の第１のレール状部材と交差する２本の第２のレール状部材と、
を備え、
　前記位置変更手段は、前記第１のレール状部材と第２のレール状部材の交差点の少なく
とも一か所に、其々のレール状部材が往復運動できるように連結された２軸ガイドブロッ
クを備えた前記位置変更手段である実装装置。
【請求項４】
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　請求項３に記載の実装装置において、
　前記２本の第１のレール状部材間の距離と前記２本の第２のレール状部材間の距離とを
独立して変更させる前記位置変更駆動手段を備え、
　前記位置変更駆動制御手段が前記位置変更手段を移動させて、前記押さえ手段が前記周
辺対象物を押さえる位置を制御する実装装置。
【請求項５】
　請求項３若しくは４に記載の実装装置において、
　前記位置変更手段は、前記第１若しくは第２の各２本のレール状部材と回転可能に連結
される２本の棒状部材と、前記棒状部材の各々を前記レール状部材と前記棒状部材が形成
する平面と垂直な方向を軸として回転可能に固定する固定手段と、を備える実装装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の実装装置において、
　前記押さえ手段の位置は、前記押さえ手段を前記レール状部材に連結させる連結箇所と
、剥離対象ダイの間に位置づけられる実装装置。
【請求項７】
　フィルムに貼り付けられた複数のダイのうち、前記フィルムから剥離する対象とする剥
離対象ダイの周辺の一部の前記フィルム若しくは対象物を押さえるための押さえ手段の前
記フィルム若しくは前記対象部の押える位置を変更できる位置変更ステップと、
　前記押さえ手段による押さえステップと、
　前記剥離対象のダイを吸着する吸着ステップと、
を有する実装方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の実装方法において、
　第１及び第２のレールの交差する位置に、レール状部材が往復運動できるように連結さ
れた２軸ガイドブロックに押さえ手段が位置されることにより押さえ手段が位置変更でき
るステップをさらに有する実装方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の実装方法において
　第１及び第２の各２本のレール状部材間の距離を独立に変更するステップをさらに有す
る実装方法。
【請求項１０】
　請求項７乃至９のいずれか１項に記載の実装方法において、
　前記押さえ手段を前記レール状部材に連結させる連結箇所と剥離対象ダイとの間の位置
で、押さえるステップを有する実装方法。


	header
	written-amendment

